通所リハ　カンファレンス記録
	平成　18年　4月　12日（水）

　　　　　　　　　司会　木村　裕美　　　　記録者　東　和弘
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
　

＜週間連絡・連絡事項＞

· 17年度の該当部署医事統計、17年度事業報告及び18年度事業計画の作成の締め切りは4月30日までとなっているため、担当者は計画的に作業を進める事。また、医事統計での通所の担当者をガバナーに報告の事となっている。（担当者については昨日カンファで決定している）

＜利用者様情報＞

　　神山　和典様～（前日カンファレンスからの継続情報）

昨日のナイトスタッフが、兄に自立支援法に伴っての支払い医療費が増額する為、生活費を8万円から8万5千円にして頂く事の確認をしている。｢何で私が…｣と兄からは発言はありましたが、4月20日に青明舎にお金を届けるとの事。現在の年金は10万円であり、様々な制度の改正に伴っての支払い負担金についての心配はあり、本人のために貯金していると話されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　↓

通所スタッフから兄へは制度の説明をしているが、4月20日には青明舎スタッフが改めて、兄へ自立支援法について説明予定となっている。

※神山様のナイトプログラム参加状況は、現在のところ目立った変化はない

⇒兄へ説明した事、心配のない事を、本日本人に伝える。

　　我満　奈津紀様～（前日カンファレンスからの継続情報）

　　　　　　　　　　　昨日のナイトスタッフが父へ13日手術についての再確認。

父は｢いつもすいません、今後も同じ事を繰り返さないのか？心配です。｣と言われている。

　　　　　　　　　　　　　　　↓

現在の子供や彼との付き合い方など、生活全般について①通所でできるアドバイス②家族の働きかけでできる事について、確認していきたい事を説明している。

　　前野　義勝様～最近は言動の不明さが目立っている。｢家が盗撮、監視カメラをつけられている｣

　　　　　　　　　｢街を歩いていると、子供連れの母があっち行っちゃダメよと言う｣｢バスの中で女子高生が俺を指さして笑っている｣｢畳の中から監視カメラが出てきて、つまもうとすると引っ込んでしまう｣など、深刻な表情で訴えている。

　　　　　　　　　検討内容：女性の視線が気になる。女性スタッフの事は大丈夫？他人の視線か？　　　　　　　　　　　　　　　　

　↓

　　　　　　　　　不安定な自身の様子を、スタッフに話できている事は大切な事としてチームのスタッフが理解する事。

　　　　　　　　　※引き続き『今はこれらの事が気になっている時期の前野様である事、気にならない時もある事の説明、その違いは何なのか？やわらかく問いていく。現実的な会話を繰り返していく。その中で本人があれ？と思えていければ良い。そんなに直ぐには変わりません。』

＜外来からの情報＞

　其田　淑子様　～昨日胸が苦しかった。バイタルサインは異常なかったと医師に報告している。本日、採血・心電図・レントゲン施行。結果は次回に本人へ伝える。

淡路　智恵子様～昨日頭痛がした。｢生理の周期かな？｣と話していた。

溝越　キク様　～血圧高めで経過。150/90mgで経過。アーチスト処方で経過観察。

村上　元道様　～外来日(火)はデイを欠席していると話している。本人は｢外来日も行こうかな？｣と話されており、主治医からは行けるようであれば行ってみてはと、話がある。

清川　厚子様　～青山荘入所中。今後のデイケア利用について、月・水・木・金の週4回（火曜日は外来）と医師から話がある。

＜井端　光湖様・26歳・うつ病のケース＞

本日11時過ぎに、病院前の歩道橋の上り階段の途中から道路に落ちる事故がありました。現点では詳しい状況はわかりませんが、日赤病院に運ばれています。　

○最近の本人の様子は

→担当スタッフとの面談では、｢落ち着いてきたから面談は毎週から月1回でいいです｣との話あり。週末は特定メンバーとの交際を続けていた。

今週は時間にも来所せずに、スタッフから電話連絡の必要があることが続いていた。本日も時間には見えない為、電話連絡すると｢午後には行きます｣と話があり、本人の来所を待っていた。

○自殺企図の経過は

　　→以前他院での危険行為あり。昨年の12月に薬物大量服薬あり。2月頃にはXデーだと話していることある。今回は4月に、偶数月時期には関係あるのか？

　　　経過から見れば、いつ危険行為があってもおかしくないケースである。

　○今後に向けては

　　・事故は起きてしまうものだが、考えられる危険行為に対して我々スタッフの危機感の強化意識が大切である。人の心理や行動は変化しているもの、情報は変化するもの

→毎日あるカンファレンスを間接ケアとして有効に実践に活かしていく事。

　　・確実な記録を残していく。対象は我々の関わりや介入によって、反応は違うもの。治療的介入や何気ない挨拶程度の関わりの時も、対象の治療方針とケア方針をイメージしておく事が大切。意識していく事で、記録も焦点化できていく。

　　・関様の介入については、金曜日の主治医診察での方針をもって、スタッフケア方針を検討。

　　　　　　　　　　　

